
1.トヨクモ安否確認サービス2への初回アクセス

マイページ

新・安否確認システム

「災害時医療基盤」

登録確認とLINE・アプリ等

連携について

新しい災害時安否確認システムが
はじまります！

URL：https://cloud.anpikakunin.com/yokohama-med-anpi

ＩＤ：

トヨクモ安否確認サービス2への初回アクセス

横浜市医師会の全会員の登録作業が必要です
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2 医療機関情報（MAP、診療科）の確認

パスワード：

1.ログイン

QRコードまたはURLからアクセスし、上記ID・パスワードでログインし
てください。

2.個人設定

スマートフォン：右上「メニュー」→「個人設定」をタップ
パソコン：上部メニューバーより「個人設定」をクリック　　　→裏面へ

※重要※

システム開始に向けて、以下2点の作業をお願いいたします。

※現在のSpeeCAN RAIDEN(スピーキャンライデン)は終了します。

※最後の一桁はアルファベットです。

okaniwa

【施設長向け通知例】
先生方ごとのログインID、パスワード等が
掲載されたものが郵送されます。

okaniwa


med

このご案内は、R8年8月中旬に横浜市医師会より各医療機関へ郵送しております。まだご登録されていない先生におかれましては登録作業をお願いいたします。郵送物や登録方法でご不明点がございましたら神奈川区医師会事務局までご連絡ください。TEL045-317-5475
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郵送物に明記されております



2.医療機関情報の確認・修正

左記QRコードより確認ページへアクセスしてく
ださい。

パスワードを各自が忘れないものに変更してください。（6文字以上）
また、基本設定としてMAMIS登録されているアドレスが登録されてあり
ますが、これに加えて、通知等を受信するアドレスを最大3つまで登録可
能です。

3.LINE連携（任意・おすすめ）

通知等は、メールだけでなくLINEでも受けることが可能です。
メールは埋もれてしまうことが多いため、是非ともLINE登録ください。
（手順は別紙、とても簡単です）

4.専用アプリ連携（任意・おすすめ）

トヨクモ安否確認サービス2の専用アプリがあります。これをダウンロー
ドしておけば、開けばすぐに最新状況が確認できとても便利です。
iphone（AppStore）、Android（GooglePlay）ともに取扱いがありま
すので、ダウンロードをご検討ください。
（手順は別紙、こちらも簡単です）

1.アクセス

2.医療機関マッピングの確認

災害時医療情報基盤では、GoogleMAPに医療機関がピンで表示され、回
答いただいた診療可否等の情報を表示する仕様になっています。ピンは医
療機関の住所表示から座標を割り出して設置していますが、稀にずれるこ
とがあり、確認をお願いいたします。
（修正方法は別紙確認ください）

→次ページへ

変更後パスワードメモ欄

med

郵送物には各医療機関のQRコードが明記されております



添付書類

・トヨクモ安否確認サービス2　利用開始時の登録手順書
・トヨクモ安否確認サービス2　LINE連携手順書
・トヨクモ安否確認サービス2　スマートフォン専用アプリ連携手順書
・医療機関情報修正方法について
・災害発生後の流れ
・トヨクモ安否確認サービス2　平常時の活用について（予定）
・トヨクモ安否確認サービス2　家族登録について

担当部署：地域医療課　
電話：201-7363
Mai l：chi ik i - i ryo@yokohama-med.or . jp

3.診療科の編集

横浜市から公開されている医療機関情報（医療法に基づく開設届出情報）
より、データを作っています。実際とそぐわない等により変更される場合
は、表示を希望する診療科名を選択してください。

災害が発生したらどうなる？

　地震発生時、まず発生直後には上記のトヨクモ安否確認サービス2か
ら安否確認通知が流れます。その後、通信環境が落ち着いた頃に「災害
時医療情報基盤」からの情報収集通知が配信されます。
　この「災害時医療情報基盤」には、「医療機関の診療可否」「医療救護
隊への参加可否」等が含まれています。「災害時医療情報基盤」の配信
は、トヨクモ安否確認サービス2と同じ一斉配信機能を用いますので、
それぞれに登録する必要はありません。
　集まった情報は、会員同士・市区医師会・横浜市医療調整チームと共
有されるとともに、「いま、受診できる医療機関」を探す市民に対して公
開されます。

←各種作業の動画マニュアルはこちら



を最大３つまで登録でき
ます。



この画面が表示された方でLINEの
登録パスワードが分からない場
合、パソコンからトヨクモ安否確
認へアクセスするのが簡単です。
「個人設定」→LINE連携を選択す
ると、QRコードが表示され、スマ
ートフォンで読み込めばすぐに完
了します。

※

【URL】
https://cloud.anpikakunin.com/y
okohama-med-anpi



個人のログインID・パスワード

を入力してください



②「マップ位置の座標を確認する」

をタップ→マップが開きます。

④変更する場合には、「修正はこち

ら」ボタンをタップしてください。

・マップ位置の調整

マップ中央のピンをダブルタップ

して、そのまま任意

の位置へ動かしてか

ら、指を離してくだ

さい。

医療機関の位置情報、診療科情報

確認・変更手順書

①通知1枚目裏面のQRコードをスマ

ートフォンで読み込んでください。

確認サイトへアクセスし、マップ位置と診療科を確認する

マップ位置または診療科を変更する

③マップ位置と診療科を確認してく

ださい。

・診療科の変更

「内科系」「外科系」等をタップする

と、選択肢が表示

されますので、通

常時の診療科とし

て表示したいもの

全てにチェックを

入れてください。

最後に「回答」をタップ→元の画面で変更を確認してください。



災害
発生

発生直後 急性期 復興回復期

会員の安否確認通知を発出
（現システムと同じ主旨）

　　会員の安否確認・医療機関の診療可否・医療救護隊への参加可否・
　　インフラ復旧状況等*の情報を収集
　   *災害発生から時間が経過するごとに調査項目が変化します。

　速報として会員の安否状況・
　被災状況を把握、
　横浜市災害対策本部と共有

※フェーズの移行タイミングは横浜市災害対策本部の判断に準ずる

①診療可否情報を他医療機関や行政とリアルタイムに情報共有

②市民が医療機関を探せるマップを公開

診療の可否や、医療救護隊へ参加できる医師
の数が一目で分かるダッシュボードを公開し
ます。

横浜市薬剤師会ともシステムを共有し、処方
可能な薬局を確認することも可能です。

情報は約15分ごとに自動的に更新され、リア
ルタイムで状況を確認することができます。

横浜市災害対策本部とも情報を共有し、復興
に向けた各種対策や医療救護隊の編成に役立
てられます。

「受診したいけど、どこが診療しているか分
からない…」という市民に向けて、「診療可
能」と回答いただいた医療機関情報をマッピ
ングして公開します。

これによって、現地でのぼり旗を確認するこ
となく、医療機関・処方箋薬局を探すことが
できます。（本システムを利用しない市民に
向けて、のぼり旗は継続します。）

・メール(PC・スマー
　トフォン)
・LINE
・専用アプリ
3つの方法で受信可

災害発生後の流れ

Googleマップは災害時の交通状況を素早く
反映するため、ヒットした医療機関への状況
に応じたルート検索が可能です。



3

横浜市医師会の各種部

会や診療報酬関連イベ

ントなどの出欠確認に

活用。

出欠確認

2

8名まででき、掲示板形

式でメッセージのやり

取りが可能。従業員を

登録して、普段の連絡

に活用することも。

（設定方法は裏面）

家族登録

1

先生方に有用な通知や

締切のあるものなどを

定期的にまとめて掲示

板へ掲載。

重要通知まとめ

つのポイント３

いざ地震が発生した際にスムーズに情報を共有するためには、

普段から利用することが重要です。

皆さんに「便利！」と思っていただけるような活用を計画して

います。

トヨクモ安否確認サービス2トヨクモ安否確認サービス2
平常時の利用について平常時の利用について

トヨクモ安否確認サービス2

平常時の利用について

災害時だけじゃない！普段から便利に活用

＋

各区での連絡等に活用



トヨクモ安否確認サービス2　家族登録　　ステップ

１．個人設定→家族メールアドレスの設定

２．「追加する」をクリック

３．名前とメールアドレスを入力して、「追加する」をクリック

↓

登録したアドレス宛に確認メールが届き、登録完了

震災発生直後に会員の先生方へ安否確認通知が発出される際、家

族登録されたアドレスにも同時に家族メッセージへのリンクが送

信されます。平常時からいつでも利用可能で、新たなメッセージ

が書き込まれるとメールで通知されます。


